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日吉台地下壕保存の会

会報
第50号
発行l　日吉台地下壕保存の会
適薬∴事務局

（年会費）一白書円で、一口以上

郵便振込口座番号叩25b」2274921
（卸ス磨薗）日吉椚勒

会計のお問い合せ：　自鶴　邦子　港北区下田町ト4」11045ー563」3760－
その他のお問い合せ‥喜田美登里　港北・区下田町2」ト33　由5襲562襲0443

’99川崎・横浜平和のための戦争展（第7回）

会　場　　　川崎市平和館　川崎市中原区木月住吉町1957番地　Tel：0朝433”0101
（東横線元住吉駅下車　徒歩10分　中原平和公園内）
入場無料　（有料資料あり）

内　容

（1）展示　　6月12日”＿13日　午前10時～午後5時
日吉台地下壕・登戸研究所・蟹ヶ谷通信隊地下壕を中心とした写真、
資料、書物、遺品等　　☆特攻隊員上原良司氏の遺品

¢）未済・シンポジウム
12日‾14：㈱～16：00　『戦争論』（小林よしのり）をのりこえる平和論

一　登戸研究所保存にかかわって　一
渡辺賢二氏（法政二高教諭）

13日10：仙～12：00　　著者の発表　　法政大学、和光大学他
特別報告　日高忠臣氏（浅川地下壕保存を進める会）

12二45～14：15　　ピースロード構想の実現に向けて
長島　保氏（多摩川エコミュージアム）
須田輪太郎氏（国際人形劇連盟名誉会員）
水野次郎氏（県政モニターOB会会長）
新井揆博氏（蟹ヶ谷通信隊地下壕保存の会）

14：30～15：00　　戦争体験を語る　　江見俊太郎氏（俳優）
15：㈲～16：00　　それぞれの特攻隊　江見俊太郎氏

上原清子氏（良司氏妹）
山室勝司氏（元通信隊員）

P）ビデオ上映終日日吉台地下壕・登戸研究所・蟹ヶ谷通信隊地下壕
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会
長
代
行
を
引
受
け
る
に
あ
た
っ
て

会
長
代
行
　
大
西
　
章

こ
の
四
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
第
十
一
回
定
期
総
会
で
新
し
く
会
長
代
行
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
は
前
会
長
の
寺
田
さ
ん
よ
り
誘
わ
れ
て
、
発
足
当
時
か
ら
会
員
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
寺
田
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
地
下
壕

見
学
会
・
行
政
や
慶
應
義
塾
と
の
交
渉
・
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
の
広
報
活
動
等
、
こ
の
地
下
壕
保
存
の
会
の
顔
と
し
て
活
動
さ
れ
、

ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
十
年
間
の
保
存
の
会
活
動
を
孝
之
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
私
は
そ
の
活
動
を
端
か
ら
み
て
、
会
報
の
印
刷
・
発
送
の
手
伝

い
な
ど
事
務
的
な
事
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
し
た
O
そ
の
よ
う
な
私
に
は
会
長
の
よ
う
な
大
役
を
出
来
る
能
力
も
時
間
も
持
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

一

し
か
し
、
寺
田
さ
ん
が
体
調
を
く
ず
さ
れ
会
長
職
を
辞
退
な
き
り
、
こ
の
職
を
お
引
き
受
け
下
さ
る
適
当
な
方
が
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
O
こ
の
地
下
壕
保
存

の
会
の
活
動
を
低
迷
さ
せ
る
事
は
私
の
本
意
と
す
る
事
で
は
な
く
、
微
力
な
が
ら
出
来
る
事
を
お
手
伝
い
す
る
と
い
う
事
で
引
受
け
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
寺

田
さ
ん
に
副
会
長
職
を
承
諾
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
鈴
木
副
会
長
を
始
め
と
す
る
運
営
委
員
の
方
々
に
も
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
の
確
約

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
一
年
間
は
こ
の
重
責
を
何
と
か
果
た
す
つ
も
り
で
す
O
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
O

さ
て
、
こ
の
地
下
壕
保
存
の
会
が
発
足
し
て
十
年
が
た
ち
、
新
し
い
一
歩
を
定
期
総
会
か
ら
踏
み
出
し
ま
し
た
。
一
九
九
九
年
度
活
動
方
針
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
五
項
目
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
O
地
下
壕
見
学
会
や
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
、
地
下
壕
保
存
の
必
要
性
を
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
て
い
く

日
常
的
な
活
動
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
続
け
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、
特
に
、
横
浜
市
が
近
代
遺
跡
と
し
て
こ
の
地
下
壕
を
最
も
高
い
A
ラ
ン
ク
に
位
置
づ
け
、

文
化
庁
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
に
文
化
庁
の
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
私
達
も
今
ま
で
以
上
に
地

下
壕
を
学
術
的
に
調
査
、
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
O
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
資
料
や
遺
品
な
ど
を
整
理
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
こ
と
は
行
政
に
対
し
て
保

存
の
意
義
を
訴
え
て
い
く
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
〇
そ
し
て
そ
れ
は
地
下
壕
に
関
心
を
持
つ
方
々
が
自
ら
勉
強
で
き
る
資
料
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
O
よ
り
説

得
力
の
あ
る
質
の
高
い
活
動
が
多
く
の
方
々
と
一
緒
に
出
来
、
輪
が
広
が
っ
て
。
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
よ
う
な
全
国
の
市
民
運
動
と
交
流
す
る
事
に
よ
っ
て
、
運
動
が
広
が
り
、
運
動
の
進
め
方
な
ど
を
勉
強

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
〇
足
元
を
固
め
る
と
同
時
に
こ
の
活
動
を
全
国
的
な
活
動
と
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
O

以
上
、
）
あ
重
責
を
引
受
け
る
に
あ
た
っ
て
思
っ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、
如
何
せ
ん
微
力
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
真
実
で
あ
り
ま
す
。
運
営
委

員
の
方
々
や
会
員
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
支
援
と
励
ま
し
で
乗
越
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
O
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「

川

崎

・

横

浜

平

和

の

た

め

の

戦
争
展
」
　
開
催

に

つ

い

て

運
営
委
員
　
亀
岡
　
敦
子

日
吉
台
地
下
壕
保
存
運
動
の
一

環
と
し
て
の
「
平
和
の
た
め
の
戦

争
展
」
も
七
回
日
を
む
か
え
、
六

月
」
二
・
二
二
日
川
崎
市
平
和

館
で
開
催
し
ま
す
。

別
紙
要
項
に
も
書
い
た
通
り
、

今
年
は
r
平
和
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
を
考
え
る
展
示
や
講
演
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
舞
台
で
活
躍
の
俳
優

・
江
見
俊
太
郎
氏
が
体
験
を
語
り
、

私
達
の
住
む
多
摩
丘
陵
を
平
和
の

視
点
か
ら
語
り
合
い
ま
す
。
会
報

四
九
号
掲
載
の
地
図
に
基
く
ピ
ー

ス
ロ
ー
ド
構
想
で
す
。

こ
の
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
を
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
会
員
の
皆
様
と

歩
く
つ
も
り
で
し
た
が
、
ご
案
内

が
間
に
合
わ
ず
、
運
営
委
員
で
の

試
運
転
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
コ

音
ス
を
整
理
し
、
秋
に
は
必
ず
会

報
を
通
じ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

毎
回
お
寄
せ
頂
く
賛
同
金
が
運

営
の
柱
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
是
非

会
場
へ
お
運
び
く
だ
さ
い
。

檣
た
、
運
営
に
手
を
貸
し
て
く

だ
さ
る
方
、
戦
没
者
の
遺
書
を
お

持
ち
の
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話
：
〇
四
五
－
五
六
一
－

二
七
五
八

総

会

を

終

っ

て

四
月
二
四
日
、
本
年
度
の
総
会

が
無
事
に
終
っ
た
。

二
月
境
か
ら
、
寺
田
会
長
が
体

調
を
く
ず
さ
れ
、
特
に
夜
の
会
合

は
無
塵
な
の
で
、
し
ば
ら
く
休
ま

せ
て
欲
し
い
と
申
し
出
ら
れ
、
会

長
候
補
を
接
す
必
要
が
で
て
き
た
。

三
月
中
旬
、
相
談
の
会
を
持
ち
、

慶
大
の
教
員
の
方
を
中
心
に
お
声

を
か
け
、
結
果
と
し
て
、
副
会
長

の
大
西
先
生
が
会
長
代
行
を
や
っ

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
長
候
補
の
声
か
け
は
鈴
木
副

会
長
が
精
力
的
に
や
ら
れ
た
が
、

こ
う
し
た
に
と
は
一
〇
年
の
歩
み

の
な
か
で
珍
し
い
こ
と
で
、
保
存

の
会
の
再
認
識
に
つ
な
が
っ
た
と

思
う
。
今
年
一
年
は
じ
っ
く
り
と

会
長
候
補
を
さ
が
す
こ
と
が
課
題

と
な
ろ
う
。

世
の
中
の
動
き
は
戦
跡
保
存
に

向
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。
慶
大
の

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、
自
然
環

境
保
護
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
し
、
地
下
蔵
工
事
計
画
案
な

ど
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
考
え

る
方
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

保
存
の
会
で
も
新
し
い
会
長
代

行
の
も
と
、
し
っ
か
り
と
根
を
下

ろ
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

総
会
資
料
を
掲
鼓
し
て
あ
る
の

で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
（
中
沢
）

『第三回戦争遺跡保存全国シンポジユーム』京都大会
☆会　場　　立命館大学　　　東川会館・（全体集会・会員総会）

立命館大学国際平和ミュ―ジアム　（分科会）

☆日　程　★8月4日（水）現地見学会（自由参加＝費用別途∵一・号（・・案内あり）

午前；宇治の火薬製造所跡く赤レンガ建築群）

（JR奈良線　r黄壁」駅改札前　10：00集合）

午後；伏見の第十六師団跡

（京阪電車　「深革」釈改札前　13：00集合）

★8月5日（木）全体集会（基調報告”特別報告）・四－1。一一。未年会館

分科会（第1～3）ぜ（。国際平和ミュージアム

★8月6日（金）　分科会（第1－3）1―）・－国際平和ミュゼジアム

（午前中）　閉会集会・会員総会　―・一一一（－－」・－末川会館

参
加
希
望
者
を
募
集
／

お問い台せ

喜田美登里

045。562”0掴3

おいでやす

京都へ
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1998年度活動報告

日吉台地下壕保存の会は1998年度も、会員の皆様からご支接、ご協

力を頂きながら様々な活動を行って来ました。

日吉台地下壕の保存運動にとって、文化庁が進めている近代遺跡の所在

調査において「政治」の分野で神奈川県からAランクで報告された事や、

1997年に結成された「戦争遺跡保存全図ネットワーク」等、戦跡の保

存を進める全国の市民団体と交流を深め、協力しあえる事は、明るい状況

として、ご報告いたします。その一方で、地下壕のある学生寮の斜面には

マンション、住宅が建設され、時間が過ぎればさらなる開発の心配から逃

れることはできません。日吉駅まで伸びる市営地下鉄4号線がこの先、鶴

見駅までを目指すとすれば、慶應大学の丘はその線上に。あります。

私たちはこれからも皆様と共に力を合わせて戦争遺跡の保存運動を進め

ていきます。

◇　日吉台地下壕保存の会●会員数　約500名　（4月8日現在）

●運営委員会開催　11回　の会報発行　4回（46，47，48，49　号）

●地下壕見学会　16回　約300名を案内　（保存の会主燈は1回、

他は申し込みによる）

●学習会　1回　12月5日　「体験者の話を聞く会」

（土方貞彦さん　海軍連合艦隊司令部通信班　山室勝司さん　海軍東

京通信隊蟹ヶ谷分連隊）

◇　「第6回横浜・川崎平和のための戦争巌」開催　か紺わ穀雨ン巨7月18”19日

（日吉台那朋帥会　川辟和ウトキング71欄は絹員会　蟹ヶ谷制隊那骨柄の会）

展示　諌演　シンポジウム等

◇　「平和のための戦争展i n桟牒自　参加　展示　　柄杓書ント5月22－248

◇　「平和のための戦争展かながわ」参加　展示　　掘棚ギャラ専一8狙3十日柑

◇　「第2回戦争遺跡保存全国ネットワ1ク」沖縄大会　調摘風帥6月2ト22日

（運営委員3名参加）

◇　第33回南風原文化センター企画展「今に語る戦争遺跡展」展示
′門年

◇　戦争遺跡保存全国ネットワ1ク運営畢員会　参加　　長野3月20～21H

◇　「赤れんが倉庫に平和博物館を」実行委員会等に参加
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1　9　9　8　年度　　　　　決算報告　栗乗車（単位は円）

ー 費　 目
1998年度予算 1998年度決算 備　　 考

【収入の詔月

会費 338，00 0

－

35 7．930 27 2名　 4団体

カンパ 0 1，200

事業益 0 2 20，725 本、冊子、絵はがき等

―　 雑費
0 329 軋息突

ー　 繰越金
594，390 594，390

―

―　 計
932，390 1 174，574

！支出の都】

会軍費 50，000 4 9，674
ー
、各租会合費

事務費 5010 00 29，33 0
事務用晶等　　 ー

印刷費 iO（入り08 ユ8－880
全教 錮 専　　 一

通信費 200）00 0 213，170
会報 ・郵達意等　 ー

資料費 50，000 5，沌0
書籍 ・綿 等　　 ー

謝礼 50。000 12，83 5
講 演 ・学習 ・調査等 ‾‾‾ー

交通 一交流費 200，00 0 18 6，560 全国集会 ―各平和展

賛同金

予庸費　　 Ⅰ 232，390 30，00 0 全国集会運 営委員会

計 932，390 ・54 5，5舶

t
差引残高 0 62 9，025

以上′り通り報告いたします．

ー　999年4月　下9日
日吉台地下壕保存の全会長

寺田貞治

この報告により収支を監査したところ、

適正に処理されていることを認めます。

会計監査　　森山高行　印
会計監査　　天野喬子　印
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1　9　9　9年度活動方針　権

私たちが進めている日吉台地下壕の保存、整備、資料館の建設の運動課題は、

一昨年から始まった日吉台地下壕に関わる民間の土地の売却、マンション建設に

よって必ずしも帳調には伸展していない状況です。

しかし、私たちの十年間の活動を適して、この史跡が近現代史に残るA級の戦

争造跡であることが明らかになってきています。また私たちの保存運動の方向性

は戦跡保存運動として全国の戦跡保存運動と連携して進めていくことであること

も次第に明らかになってきています。

私たちは戦き続き横浜市や神奈川県、並びに文化庁、慶応義塾及び地域住民に

日吉台地下壕の保存を訴えるとともに、連絡を取り合い、一刻も早い保存の決定

を働きかけていかなければなりません。また、県内、国内の文化財関係者や戦争

遺跡に関わる市民団体との達僕を更に深めながら、力を合わせて保存運動を盛り

上げていく必要があります。

そのため私たちは下記の運動を進めますO

①慶応義塾、地域の人々と日吉台地下壕の保存についての話し合いを深め、史跡

として保存されるように、横浜市や神奈川県、文化庁など関係当局に働きかけ

ていく9

②学習会・見学会・シンポジウム・平和のための戦争展などを開催し、日吉台地

下壕の保存の必要性をアピールし、世論を喚起する。

③r戦争遺跡保存全国ネットワ」ク」のような戦勝の保存を目指す全国の市民団

体と積極的に交流し、共に戦争遺跡の保存運動を盛り上げていく。

⑥日吉台地下壕に関する調査、研究ならびに資料、遺品の収集を進め、史跡とし

ての意義や価値の評価を高めるように努力する。

⑤事務局体制の整備・充実をはかる。その一環として、インタ1ネットの活用‾、

ホ」ムページの開設も検討するO

以上の様な活動を通して日吉台地下壕の保存・整備並びに資料館建設への実現

に向けて努力していきます。会員の皆様のご協力と活動への参加をさらにお願い

いたします。
～～一ヽ′一、′一一・・～～～～～一、一～～～一、′一一一、一～′、′一一～～～～・～～～～一ヽ一～～～′ヽ”′一ヽ〆

運

営

委

臼

貝

会

報

盆

ロ

（
第
一
回
）
・

五
月
一
〇
日
一
八
時
半
～

東
急
3
F
　
フ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

聾
口
一
、
四
月
二
四
日
戦
争
声
l
n
よ
こ

は
ま
実
行
委
員
会
に
参
加

二
、
五
月
八
日
戦
争
展
か
な
が
わ

発
足
総
会
に
参
加

三
、
五
月
一
六
日
川
崎
市
民
平
和

の
つ
ど
い
の
見
学
会

四
、
五
月
二
一
～
二
三
日
戦
争
寅

i
n
よ
こ
は
ま
展
示
参
加

五
、
五
月
二
三
日
戦
争
展
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
日
吉
か
い
わ
い
を
歩
く

六
、
・
四
月
一
八
日
川
崎
・
横
浜

戦
争
展
実
行
委
員
会
（
第
二
回
）

七
、
五
月
一
四
月
川
崎
・
横
浜
戦

争
展
実
行
委
員
会
へ
第
三
回
）

八
、
五
月
二
六
日
会
報
五
〇
号
発

行
・
発
送
予
定

議
事
本
年
度
活
動
計
画

役
割
分
担

全
国
ネ
ッ
ト
京
都
大
会
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
2
8

情
報
の
軽
親
「
夜
行
虫
事
件
」

実
松
譲
氏
の
話

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

日
本
海
軍
が
情
報
を
軽
視
し
た

例
と
し
て
「
夜
行
虫
事
件
」
が
あ

る
。敗
戦
間
近
い
昭
和
二
〇
年
七
月

二
八
日
、
西
敏
郎
海
軍
中
尉
（
慶

応
出
身
）
を
斑
長
と
す
る
五
名
の

予
備
士
官
が
、
本
土
決
戦
に
備
え

た
情
報
部
隊
の
一
部
と
し
て
横
須

賀
鎮
守
府
に
着
任
し
た
。

八
月
一
日
の
午
後
一
〇
時
頃
、

「
敵
輸
送
船
約
百
雙
、
相
模
湾
二

向
ケ
北
上
シ
ツ
ツ
ア
リ
」
と
い
う

緊
急
信
が
、
伊
豆
大
島
の
見
張
所

か
ら
届
い
た
。
鎮
守
府
司
令
部
の

作
戦
室
は
は
わ
か
に
緊
張
、
直
ち

に
予
定
計
画
に
よ
っ
て
部
隊
を
配

備
に
つ
け
る
準
備
が
進
め
ら
れ
る
。

そ
の
時
、
西
は
自
信
た
っ
ぷ
り
の

表
情
で
「
こ
の
報
告
は
、
何
ら
か

の
誤
報
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と

確
言
し
た
。
幕
僚
達
か
ら
見
れ
ば
、

西
は
末
輩
の
中
尉
の
予
備
士
官
に

す
ぎ
な
い
。
誰
一
人
彼
の
発
言
に

耳
を
か
そ
う
と
は
し
な
い
。
し
か

も
着
任
早
々
だ
っ
た
の
で
、
西
の

人
物
や
識
見
な
ど
は
何
も
分
っ
て

い
な
い
。

し
ば
ら
く
し
て
、
今
度
は
千
葉

の
布
良
の
見
張
所
か
ら
同
じ
よ
う

な
情
報
が
飛
込
ん
で
き
た
。
先
の

大
島
か
ら
の
緊
急
信
を
明
か
に
確

認
す
る
も
の
だ
っ
た
。
も
は
や
一

点
の
疑
間
も
な
く
、
「
一
刻
の
猶

予
も
許
さ
れ
な
い
。
―
―
」
と

参
謀
達
は
判
断
し
た
。
が
、
西
は

「
こ
れ
は
何
か
を
誤
認
し
た
嘘
報

で
あ
る
」
と
主
張
し
つ
づ
け
、
そ

の
理
由
を
条
理
を
つ
く
し
て
説
明

し
た
。西中
尉
は
、
対
米
情
報
課
で
修

得
し
た
米
軍
上
陸
作
戦
の
慣
用
戦

法
と
、
敵
の
現
実
の
動
き
と
か
ら

導
い
た
判
断
を
大
先
輩
の
参
謀
連

の
前
で
、
何
等
臆
す
る
と
こ
ろ
な

く
堂
々
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
最

近
の
敵
の
本
土
空
襲
以
来
、
疑
心

に
か
ら
れ
て
い
る
参
謀
ら
は
、
西

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
心
の
ゆ
と

り
は
な
か
っ
た
。
「
貴
様
み
た
い

な
者
に
、
敵
の
企
図
や
行
動
が
分

る
も
の
か
・
・
・
」
と
西
の
見
解

を
あ
っ
さ
り
一
蹴
し
て
し
ま
っ
た
。

だ
が
西
は
、
あ
く
ま
で
自
分
の
所

信
を
主
張
し
つ
づ
け
、
最
後
に

「
も
し
も
私
の
判
断
が
間
違
っ
て

い
た
な
ら
ば
、
腹
を
切
っ
て
お
詫

び
し
ま
す
」
と
つ
け
加
え
た
。
こ

う
し
た
西
の
真
剣
な
発
言
も
「
君

が
腹
を
切
っ
た
ぐ
ら
い
で
す
む
と

思
う
か
！
」
と
い
な
さ
れ
る
だ
け

で
あ
っ
た
。

横
須
貿
鍍
守
府
は
、
つ
い
に
本

土
決
戦
配
備
を
発
令
し
た
の
で
あ

る
。日
吉
台
に
あ
っ
た
海
軍
総
隊
も
、

こ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
「
決
三
号

作
戦
」
を
発
令
し
た
。
「
決
号
作

戦
」
と
は
本
土
方
面
の
作
戦
の
こ

と
で
、
「
決
三
号
」
と
は
関
東
方

面
を
い
う
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
大

島
の
見
張
所
か
ら
、
次
の
よ
う
な

訂
正
電
報
が
届
い
た
。
「
サ
キ
ノ

報
告
ハ
夜
行
虫
ノ
ア
ヤ
マ
リ
」
司

令
部
は
狼
狽
し
た
。
「
欠
号
作
戦

の
発
動
は
、
訓
練
の
た
め
に
行
な

わ
れ
た
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を

示
達
し
て
、
そ
の
場
を
糊
塗
し
た
。

が
、
そ
の
苦
し
そ
う
な
表
情
は
隠

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
も
か
く
、
鎮
守
府
の
情
報
に

対
す
る
認
識
は
、
こ
の
程
度
の
も

の
で
あ
っ
た
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

二
号
よ
り
抜
粋
転
載
）
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1999年度

日吉台地下壕保存の会

運営委員・会計監査

顧問

会長代行　　大西　章

副会長　　　鈴木　順二

〝　　　　　寺田　貞治

運営委員　　新井　揆博

〝　　　　　壱岐　尚子

〝　　　　　岩崎　昭司

〝　　　　　岡上　そう

〝　　　　　亀岡　敦子

〝　　　　　喜田美登里

〝　　　　　酒井　啓

〝　　　　　佐相　康雄

〟　　　　　白鶴　邦子

〝　　　　　谷藤　基夫

〃　　　　　常磐　義和

〝　　　　　遠山　孝治

〝　　　　　都倉　武之

〝　　　　　中沢　正子

〝　　　　　中谷　俊吉

〝　　　　　林　　　ちづ

〝　　　　　茂呂　秀宏

会計監査　　天野　喬子

〝　　　　　森山　高行

顧問　　薄井　芳夫

〝　　永戸多喜雄

〝　　佐藤　林平

〝　　鮫島　重俊

〝　　　田辺　和男

〝　　　田辺　昇

〝　　　東郷　秀光

1　9　9　9　年度予算　幸覿

（単位は円）

費 ．　 自
lj 経　 費 ・ 備　　 考

、！牧 人 の 部 】

会 費　 巨 調 瀾 0
ー　2 7 2 × 100 0
4 ×・2 0 0 0

カ ン ／て 0
一
一

事 業 益 0 1】

雑 費 0

前 年 度

繰 越 金 6 2 9 ，02 5
）

計 90 9 ，0 2 5
1
l

連

【支 出 の 部 】

一 朗 費
100 ）0 00 二号 権会 合 、保 管 料 等

事 務 費 5 0 ，0 00 事務 用 晶 等

通 庸 軍 2 38 ，0 0（）
l　会 報 、 資 料 蒼 連 等

印 刷 費 3 0 ，0 0 日

「 壷二義 費
3 0 ，0 80 展書 籍 、 菅 料 等

一
一　 謝 礼

l
8 0，0 0O

l

li 識 涙 金 、 調 査 等

交 流 費
ーi 30 0 ，00 0 】

‥全 国 集 会 、 各種 平 和 蜃 賛 同 金 等

交 通 費 I

ー―　 50 ，00 0
全 国 集 全 調 査 等

！ 予 鹿 賀
3 9 ，02 5

―
』

9 0 9 ，0 2 5
―

収入の都の会費収入は】996年度会賢　納入著書之×1000
納入団体　4丈20期　計28）900として計上しました。

1999年4月19日

日吉台地下壕保存の会
運営委員会


